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布沢♡ 



只見町布沢区ってこんなところ！ 

●地理 

福島県西部、只見町の東部に位置する中山間
地域。 

豪雪地帯でもあり、冬季は北にある松坂峠が
閉鎖される。 
●人口 
世帯数 ５７世帯 
総人口 １５３人 
高齢化率４６．２％の 
少子高齢化集落である。 



昨年度・・・ 
布沢の状況を知るための調査 

 ・地域点検ワークショップ 

 ・聞き取り調査 

 ・ＫＪ法 

 

布沢の資源の発見、提案 

 

そこで今年度は 
こんなことをしました！ 

①アンケート調査 

②戸別聞き取り調査 



アンケート調査の概要 
全世帯２０歳以上の１０８人に配布。 

うち92人から回答（回収率８５％） 

男性４２％ 女性５８％ 

およそ３分の２が６０代以上の回答 

 

アンケートの目的： 

・区民の集落ビジョンの共通点・違い 

・集落活性化に対する区民全体の関心、実現できる資源
の発見 



アンケート結果 
布沢で愛着を感じ、誇りに思う点 布沢で住みにくいと感じる点 



布沢の活性化とは？ 

１位 農業体験活動 ・・・興味がある住民 ２９人 
 指導できる ３人  場所を提供できる １５人   
 参加したい １１人 
２位 移住促進  ・・・興味がある住民 ２３人 
空き家を提供できる １人   
農地を貸すことができる １７人  
交流がしたい １２人 
３位 森林療法ツアー ・・・興味がある住民 ２１人 
案内、指導ができる ３人  参加したい １４人 

Ｑ：具体的な活性化策についてどのようなものに興味があるか 



回答から分かったこと 

• 布沢区民は自然豊かな点、人間関係のよさ
を誇りに感じている。 

• 交通や買物に関しては不便さを感じており、
それを解消することが活性化になると考えて
いる区民が多い。 

• 具体的な活性化策については、自然を活かし
たものへの関心が高く、参加してみたいという
人のほかに、場所や知識を提供できるという
人が実際に何人もいることがわかった。 



集落のこれからについて 

• 区民に10年後の集落がどうなっているかの問

いには、「活気がなくなっている、少子高齢化、
空き家の増加」などの問題意識をそれぞれ持っ
ていることが感じられた。 

• 逆に希望や夢をたずねたところ、自身で予想し
たものとは逆に、若者のいる活気ある地区を希
望する意見が多かった。 



アンケートのまとめ 
• アンケートを通じ、どの年代の区民も布沢区
に対して愛着を持ち、誇りを感じていることが
分かった。 

• それぞれの問題意識もあり、それに対して諦
めの声もあるが、何とかしたいという気持ちを
持つ区民も多い。 

• 人間関係のよさ、自然の豊かさを活かした
サービスや活性化は実現可能性があると考
えられる。 



戸別調査概要 

調査の目的 

 ①アンケートでは得られない地域の実態をつかむため 

  ②調査を通し地域を元気にする！ 

 

調査方法            
・調査日  9月17日（土）          

・調査軒数 33軒 

・戸別聞き取り 

⇒地区の集落の位置によって違いを比較 
 

道普請のお手伝い！ 



戸別調査の様子 
区民から 

区長さん：区民の素直な意見や思
いが聞けた。直接区内で話さないよ
うな内容も学生に話していた区民も
多かったと思う。 

区民：長年住んでいても聞くことが
できなかった区民の意見を聞くこと
ができて良かった。 

学生の感想 
学生A：地区のいろいろなことを教えて

いただいて、区民の地域愛が伝わっ
てきました。 
学生B：たくさんのスイカをいただいて
とても元気が出ました！ 
学生C：調査をあたたかく迎え入れてく
れてありがとうございました。 



地区による違い 

森林の分校周辺 
（区の入口） 

公民館周辺～猫渕清水
周辺（区の奥） 

家族形態 夫婦二人暮らし 高齢単身世帯、3世代の
世帯 

農業形態 少量多品種 
バラエティーに富む 

小規模自給的田畑農家 

買い物 車持ちが多い 
（小林や只見に出る） 

車持ちが少ない 
（雪んこタクシーを利用） 

震災の被害 森林の分校の利用者
数減 

あまり見受けられず 
水害の被害あり 



戸別調査のまとめ 
◎集落の入口と奥での違い 

 

 

・入り口付近では世帯の年齢も比較的低く、 
 森林の分校にも近いため分校に関わりやすい。 
 奥では高齢世帯が多く、車を運転できる人 
 のいる世帯が少ない。 

◎入口と奥で異なった地域活性化対策が必要 
・入口付近では森林の分校を活用した地域活性化 
・奥では交通の便を重点にした対策 



中間発表会（11/12)の様子 
区民の感想 
区民A：大勢の参加者に驚いた。 
区民B：学生に若いパワーを 
     いっぱいもらった。 
区民C：来年も宇大生に来てほしい。 
区民D：楽しくて頭の体操になった。 
区民E：アンケートの結果がとても分
かりやすかった。 

学生の感想 
学生A：来年も継続したい。 
学生B：人間関係が良いと思った。 
学生C：女性や高齢者の方が多く驚いた。 
学生D：クイズの正解者が多く、地区の人 
     が良く地元を知っていると思った。 
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東日本大震災と 
      福島第1原発事故による影響 

◎森林の分校利用客数の減少 
東日本大震災と原発事故による 
物理的な直接の被害は特になかった。 
しかし、森林の分校の利用者数を 
過去2年間と比較してみると前年から 
大きく落ち込んでいる。 
原発事故による風評被害の影響かと 
推測できる。 

7月下旬の大水害による影響→ 
水田の畔が崩れている。 
布沢地区ではこれ以外に大雨による 
大きな被害はなかったそうだ。 



まとめと提言 

◎集落の入り口と奥での異なった地域活性化 

• 森林の分校を中心とした活性化 

→農地や農業技術など地域資源の有効活用 

• 交通の便の解消 

→松坂峠の通年通行の実現 

  雪んこタクシー・スクールバスの利用改善 

 


